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令和４年度 第４回津市健康づくり推進懇話会会議録 

 

１ 会議名 令和４年度 第４回津市健康づくり推進懇話会 
２ 開催日時 令和５年１月１９日（木）午後２時から午後４時まで 
３ 開催場所 津市役所本庁舎８階 大会議室Ａ（津市西丸之内２３番１号） 

４ 

 
出席者の氏名 
 

（津市健康づくり推進懇話会委員） 
深井英喜、清水真由美、草川雅之、小山睦、亀井貴彦、松室泰輔、岡本

麻衣、小林小代子、朝倉征子、溝田久孝、野口寛子、佐藤典子、川田い

くこ、佐藤弘道、中川恵子、奥山典子、奥田忠司、盆野綾子（敬称略）

（１８名） 
 
（アドバイザー） 
三重県津保健所 副所長兼保健衛生室長 紀平由起子 
 
（事務局）   
津市健康づくり課 担当参事兼課長   米倉一美 
津市健康づくり課 保健指導担当主幹  庄山直美 
津市健康づくり課 保健指導担当副主幹 井川裕子 
津市健康づくり課 保健指導担当副主幹 鈴木香 
津市健康づくり課 保健指導担当    石川絵里子 
津市健康づくり課 管理担当    浅井未彩希 

５ 内容 

１ あいさつ 
２ 津市第４次健康づくり計画策定のためのアンケート調査結果につ

いて 
３ 津市第３次健康づくり計画指標評価まとめについて 
４ 津市第４次健康づくり計画策定スケジュールについて 
５ 津保健所からの連絡とアドバイス 
６ その他連絡事項 

６ 
公開又は非公

開 
公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 
健康福祉部健康づくり課 
電話番号 ０５９－２２９－３３１０ 
Ｅ-mail 229-3310@city.tsu.lg.jp 
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１．あいさつ 

【事務局】 

１月のお忙しい中、御参加いただきありがとうございます。また本年もよろしくお願いいたし

ます。それでは、令和４年度第４回津市健康づくり推進懇話会を始めさせていただきます。新型

コロナウイルスの感染症についてですが、１月１８日時点の感染者の発生数は津市６２５件、三

重県全体３，７４８件で、現在、高止まりの傾向にあります。１３日に三重県から医療ひっ迫防

止アラートが発表されたところですが、津市としましても、応急診療所の受診者が増加し本来の

業務が圧迫されている状況が続いております。基本的な感染防止対策の徹底、体調不良時の備え、

ワクチン接種の呼びかけ、医療機関の適切な受診についても今後一層津市としての啓発が必要に

なると思っております。 

本日は会場とオンラインを併用しまして感染防止対策をしながら開催させていただきますので

御了承ください。今回も、本懇話会のアドバイザーとして御指導いただく津保健所副所長の紀平

由起子様に御参加いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

【紀平副所長】 

よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

なお、本会議は津市情報公開条例第２３条の規定に基づきまして、公開の対象となりますので

議事の内容につきましては録音させていただきます。また内部資料としますので会議の様子を撮

影させていただきますので御了承ください。 

それから、事項書４、津市第４次健康づくり計画の策定スケジュールについて説明をさせてい

ただきます。今年度、令和５年３月に第５回懇話会を予定しておりましたが、計画策定のスケジ

ュールの関係上取りやめとさせていただきます。御予定いただいていたかと思いますが申し訳あ

りません。御了承いただきますようお願いいたします。 

それでは草川会長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

 

 

２．津市第４次健康づくり計画策定のためのアンケート調査結果について 

【草川会長】 

この１月の応急診療所は１日１８０人を超える方が利用され、明け方の２時３時までとなった

そうです。 

それでは本日の会議を始めます。懇話会には津市並びにその住民の方々が健康づくりを進めて

いくための課題やその効果的な取り組みについて協議し、課題の解決のために他の機関と連携を

図りながら具体的な取組を進めるという進行管理の役割があります。委員の皆様には日頃からさ

まざまな分野で御活躍いただいておりますけども、津市第４次健康づくり計画に向けてこの懇話
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会では日頃の活動で感じておられる健康課題について意見を交換し、横断的に取り組みを考える

ことが出来る場として設定されております。 

事項書２、津市第４次健康づくり計画策定の為のアンケート調査結果について、事務局から説

明をお願いします。３，０００人の方々へのアンケートと聞いております。  

よろしくお願いします。 

 

【事務局】 

お手元にあります資料１「津市第４次健康づくり計画策定のためのアンケート調査結果報告書」

をご覧ください。こちらは第４次計画策定のためのアンケートであり、第４次計画を策定した後、

令和６年３月の公開を予定しておりますことから、グループワーク終了後には回収させていただ

き、また次回必要な場合に再度活用したいと思いますので、御了承ください。 

それでは概要について説明します。３ページをご覧ください。この調査については１８歳以上

の成人、小学校５年生、中学２年生を対象として実施いたしました。アンケートの有効回収率は

成人が４４．５％で３，０００人中の１，３３０人、小学生の９２．８％で２，０７８人、中学生

８４．８％で１，８７６人という結果でした。成人の年齢別につきましては７ページをご覧くだ

さい。回答した１，３３０人のうち一番少なかったのは１０歳代、２０歳代を合わせた９．０％

で１２０人、一番多かったのは７０歳以上で２４．５％で３２６人です。９ページをご覧くださ

い。問１「自分が健康だと感じていますか」という質問です。自分自身をまあ健康と感じている

人が一番多く６８．１％となっています。非常に健康・まあ健康を合わせた割合については７９．

４％となり前回平成２７年と比較するとやや減少しています。９ページの下、問２「普段健康に

気をつけていますか」という問いには気をつけているほうという回答が最も多く６５．４％とな

っています。１０ページの下の経年比較グラフをご覧ください。気をつけている・気をつけてい

るほうを合わせた割合を左から男女別、年齢別に示しています。平成２２年度・２７年度の過去

の調査と比較すると５０歳以上で減少しています。 

次からは津市の健康づくり計画の１０個の分野順に説明をします。小学生・中学生アンケート

でも質問している項目については成人アンケート結果とあわせてお伝えさせていただきます。 

まず食生活・栄養の分野です。成人アンケートは１１ページをご覧ください。問３「朝食を食

べていますか」をご覧ください。毎日食べる人の割合は成人では７９．２％となっています。平

成２７年度調査と比較すると減少しています。小・中学生は４７ページをご覧ください。ページ

の下、問２「朝ごはんを食べていますか」をご覧ください。毎日食べる人の割合は小学生は８７．

９％、中学生は８０．３％となっています。こちらも平成２７年度調査と比較すると減少してい

ます。１２ページ、成人アンケートの問４「誰かと１日１回以上食事をしていますか」の質問で

す。毎日もしくは週に４日から６日は誰かと食事をしている人の割合は８０．９％となっていま

す。小・中学生は４８ページをご覧ください。夕ごはんは小学生、中学生どちらも９０％以上が

誰かと一緒に毎日食べています。朝ごはんも夕ごはんもどちらも誰かと食べていると答えた割合

は小学生で７２．６％、中学生で５４．３％となっています。成人アンケート１４ページ問８を

ご覧ください。津市では、高齢者の虚弱予防や早期発見を目的としたフレイル予防事業に取り組
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んでいますが、そのフレイルという言葉も内容も知らない人が５５．８％でした。 

続きまして運動の分野です。１５ページ成人アンケート、問９「意識して体を動かしています

か」では、動かしているは５８．４％でした。平成２７年度調査と比較すると、５０歳代までの

若い世代では増加しましたが７０歳以上の男性、女性ともに減少しています。４９ページ小・中

学生に「運動やスポーツをすることは好きですか」という質問をしましたところ、小学生、中学

生どちらも、好きとやや好きを合わせた割合は８５％を超えています。 

次にたばこの分野です。たばこに関しましては市政アンケートで質問をしています。市政アン

ケートは今年の８月に調査し、先日ホームページでも掲載されましたので、その数値を確認致し

ました。たばこを吸っていると答えた方は男性で２２．７％、女性で４．７％でした。平成２７

年度の調査よりも男性、女性ともにたばこを吸っている人は減少しています。 

続きましてアルコールの分野です。１６ページ、成人アンケート問１０①、「アルコールをどの

ぐらいの頻度で飲みますか」の質問では毎日飲む人の割合は１３．８％となっています。平成２

７年度調査と比較すると男性、女性ともにアルコールを飲んでいる人は減少しています。 

続きまして歯とお口の健康の分野です。１９ページ成人アンケート問１２、「自分の歯は何本あ

りますか」では、２４本以上歯がある人は７０．６％となっています。平成２７年度調査と比較

すると２４本以上歯がある人の割合は２０％程度増加しています。年齢が高くなるほど男性、女

性ともに歯の本数が減少しています。また歯磨きの回数について２０ページをご覧ください。成

人アンケート問１３「１日に何回くらい歯を磨きますか」の質問では、１日に２回歯を磨く人の

割合が最も多く、成人は５３．６％となっています。５０ページ問７をご覧ください。小・中学

生も１日に２回磨く割合が最も多く、小学生は６２．６％、中学生は６７％となっています。 

続きまして生活習慣病・がんの分野です。２１ページ、成人アンケート問１５をご覧ください。

身長と体重をお答えいただいた中から、ＢＭＩを算出し、ＢＭＩ２５以上の肥満の方がどれぐら

いいるかを確認しました。２２ページの下の、経年変化のグラフをご覧ください。令和４年の男

性の肥満の割合は２５．９％、肥満の割合女性は１３．４％となっています。平成２７年度調査

と比較すると男性の肥満は増加、女性の肥満は減少しています。続きましてがん検診受診率の質

問です。２５ページをご覧ください。国が受診を特に推奨する対象者の年齢の受診率を算出しま

したところ、肺がん検診を受けたとお答えいただいた方は７２．７％でした。大腸がん検診では

５５．０％、胃がん検診では５７．９％、女性のみにご質問いたしました、子宮がん検診につい

ては５６．６％、乳がん検診は６１．３％となっています。国が目標としている５０％を上回る

結果となっています。 

続きまして、休養・こころの分野です。３５ページをご覧ください、成人アンケート問２２①

「イライラやストレスを感じることがありますか。」の質問では、イライラやストレスをいつも感

じると答えた人の割合１５．３％となっています。平成２７年度調査と比較すると、減少してい

ます。性、年齢別に見ると女性の３０歳代、４０歳代がイライラやストレスをいつも感じる、時々

感じるとお答えいただいた方が９０％を越えています。次に、３７ページをご覧ください。問２

４「朝起きたときにぐっすり眠れましたか」という質問について、あまり感じない、全く感じな

いという答えを合わせた割合については、成人アンケートでは、３９．７％となっています。年
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齢別に見ると男性では、４０歳代、５０歳代、が５０％を越え、女性では、３０歳代、４０歳代が

３９％程度と高くなっています。５３ページをご覧ください。小・中学生ではあまり感じない、

全く感じないという答えを合わせた割合は小学生２４．２％、中学生３６．３％となっています。

また、５４ページ問１５小・中学生に「自分のことが好きですか」と質問しましたところ、自分

のことが好き、まあまあ好きと答えた人を合わせた割合は、小学生６６．９％、中学生６１．６％

でした。平成２７年度調査と比較すると小学生、中学生どちらも増加しております。 

続きまして３９ページ、成人アンケート問２５をご覧ください。「近所の人とどの程度付き合い

をしていますか」と質問したところ、ほとんど付き合わない、近所にどんな人が住んでいるのか

わからないと回答した人を合わせた割合は１６％となっています。平成２７年度調査と比較する

と増加しています。 

続きまして、感染症・熱中症の分野です。４１ページをご覧ください。成人アンケート問２７

「帰宅時に手を洗いますか」の質問では、洗うと答えた人の割合は８１．９％でした。平成２７

年度調査では６８％でしたので大きく増加しています。性・年齢別にみると、７０歳以上の男性

が、６６．７％と７０％に満たない結果ですが、平成２７年度調査の７０歳以上と比較すると増

加しております。 

最後に災害の備えの分野です。４２ページをご覧ください、成人アンケート問２９「非常持ち

出し袋の中に健康管理に必要なものは備えていますか」と質問したところ、備えていないと答え

た人の割合は５４．５％、そもそも非常持ち出し袋がないと答えた人の割合は２６．７％となっ

ています。４３ページからは成人アンケート問３０にて新型コロナウイルス感染症による影響に

ついて質問しています。５つの項目について結果が出ています。４３ページ③がん検診の受診に

ついて質問しております。前回の懇話会の意見としてそこまで受診控えがあったかなという話題

も出ていましたが、受診を控えたと答えた方は１１．８％でした。新型コロナウイルス感染症が

流行する以前と比べて変化が大きかった項目は、４４ページをご覧ください。④人との交流につ

いて、減った、やや減ったと感じる人が７４．３％で、一番変化がありました。以上です。 

 

【草川会長】 

 ありがとうございました。事項書２のところで特にここを確認しておきたいことはございませ

んでしたか。なければ進みます。 

 

 

３．津市第３次健康づくり計画指標評価まとめについて 

【草川会長】 

 事項書３、津市第３次健康づくり計画指標評価のまとめについて、説明をお願いします。 

 

【事務局】 

資料２「津市第３次健康づくり計画指標評価まとめ」をご覧ください。こちらは、第３次健康
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づくり計画の１０分野の評価指標ごとのアンケート調査結果と社会資源の取組の成果課題につい

てまとめたものとなっております。 

評価指標ですが、基準値のところは平成２７年度に行った計画策定アンケートや市政アンケー

ト、市の調査等の結果となっています。現状値が主に今年度調査したアンケート結果です。数字

の下に小さな文字で書いてあるのが、今回行った計画策定アンケート以外から数値をとっている

ものになります。続いて評価の欄をご覧ください、評価については、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階を記

載しています。目標値に達した項目をＡ、目標値に達していないが平成２７年度の基準値より改

善した項目がＢ、平成２７年度の基準値のまま変化のない項目がＣ、平成２７年の基準値より悪

くなった項目がＤとなっています。上の方にそのイメージ図を載せています。続いてアンケート

からわかる課題に関しては計画策定アンケートより読み取れた内容や課題を記載しています。真

ん中の現状と成果課題をご覧ください。市の取組につきましては、健康づくり課の事業担当ごと

に検討した現状と成果、課題を記載しています。社会資源の取組の現状と成果、課題につきまし

ては、懇話会の皆様に二度グループワークしていただき、また、各御所属での取組の現状や成果、

課題を御報告いただきましたので、そちらを要約し記載いたしました。これらの現状と成果につ

きましては、項目ごとに最初に記号を付けています。図の上の方に記載しているのですが、全年

齢に関する項目が黒丸、妊娠期が白いひし形、乳幼児、子育て期が黒いひし形、学童期、思春期

が白い四角、青壮年期、中年期が黒四角、高齢期が白丸です。この後のグループワークでは、ア

ンケートの結果と現状・成果、課題を見ていただき、指標ごとにこの評価に至ったと考えられる

理由について御意見をいただきたいと思います。事務局が進行をさせていただきます。話し合っ

ていただく分野については、事務局で２分野は割り振りさせていただいておりますが、話し合い

が終わり次第、時間があれば他の関心のある分野を選んで話し合いを進めていただきたいと思い

ます。 

 

【草川会長】 

 では、各グループに事務局が入っていただいて、グループワークをお願いします。第４次健康

づくり計画の新しい目標につながる部分でありますので、積極的な御発言をお願いします。それ

ぞれのグループに分かれて、１５時３０分までよろしくお願いします。 

 

（グループワーク） 

 

【草川会長】 

時間になりましたので、グループでそれぞれ話し合った内容をまとめていただければと思いま

す。１グループからお願いします。 

 

【川田委員】 

１グループは休養・こころ、ストレスと上手に付き合おうという話し合いをさせていただきま

した。まずは、ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がある母親の割合はＡ評価が出てい
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ました。コロナ禍でなかなか厳しかった中でＡ評価、数字が良かったというのはどういうことか

と話し合いました。一つには、子育て支援センターの充実や利用者の増加、それから産休だけで

なく育休も取得しやすくなったからということも考えられます。また育休などを取得される男性

が増えているということも理由として考えられます。今後の目標については、少子化対策にも繋

がりますので、育休などの取りやすい環境、特に中小企業で、休んだ期間の職員の補充について、

何度も社会で考えていかなければならなのではと話し合いました。それから困った時に相談でき

る人がいない、相談しないというところでは、小学生、中学生、成人について増えていますので、

これについては、コロナ禍で人と話が出来なくなったことがあるのではないかと考えられます。

社会で色んな事件が発生しているため学校等で知らない人とは話をしないようにという指導をさ

れているということ、子ども達についてはこの３年間でマスクに慣れてしまいコミュニケーショ

ンがとりづらい社会の環境にあるということ、それからマスクをとれるようになった時に、本当

にマスクをとることができるのかという問題があると話し合いました。 

朝起きた時にぐっすり眠れたと感じているかとの質問では、Ａ評価ですので、よく眠れるよう

になったという結果です。しかし理由がなかなか考えづらく、最近では若い人たちは夜遅くまで

スマートフォンなどをしていて睡眠障害ということも考えられるので、理由としてはわからない

が今後も継続していけたらいいなということを話し合いました。それから、自分のことが好き、

自己肯定感があるかというところで、小学生、中学生がＡ評価で成人がＤ評価ということでした。

成人の自己肯定感が減少しているとはいえ小学生、中学生よりは数字が高いのは、子どもの頃に

は、少子化で親御さんが大切に育てられてあまり怒られることがなくても、社会に出たときに人

間関係で、挫折をしたり自己肯定感が低くなるのではないかということが考えられます。 

アルコールについて、飲酒の割合がＢ評価になっております、これについてはコロナ禍で飲む

機会、飲み会等が少なくなっているので数字が下がったのではないか、また、コロナ禍の前でも

飲み会などに参加する若い方が減少していたのではないか、そういう理由かなと思います。さら

に、飲酒する妊婦の割合はＢ評価で、妊娠中の健診でたばこやお酒を飲んでいると自己申告する

と聞きました。子どもに対する影響があるのに飲んでいるということは、御本人に心のケアが必

要ではないかという理由で、保健師さんの方でも対応をお願いしたい。飲酒については今後も啓

発の継続が必要です。以上です。 

 

【草川会長】 

ありがとうございます。２グループお願いします。 

 

【松室委員】 

２グループです。食生活・栄養と、災害への備えについて、話し合いました。まず、食生活・栄

養というところで、朝ごはんを毎日食べる人の割合が、Ｄ評価という結果でした。前回平成２７

年度に比べて減っているということですけれども、やはりこれは、家の人が忙しく、夜に活動す

る人が増えたために、夜な夜なゲームとかをしている親が増え、朝に時間を作ることが出来ずに

朝ごはんを控えるのではないかという話がありました。それと関連するのですが、朝ごはんと夕
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ごはんを家族と揃って、または誰かと食べる子どもの割合です。これはあまり一人で食べないと

いうことになるかと思うのですが、ちょっと数字は増えていまして、Ａ評価という判定になって

います。しかし、揃って食べるということと、誰かと食べるということが一緒になって表れてい

る数字で、これは、この数字だけでははっきりわかりかねるため、もうちょっとデータを細かく

取る必要があるのではないかというご指摘がありました。その上で、野菜を１日２回以上食べる

人の割合が減っております。Ｂ評価になっており、朝ごはんを食べないので食事の機会が減って

いるとともに野菜も摂る量が減っていると考えられ、最近カット野菜だとか惣菜だとか手軽に食

べられる食材が増えてきたので、そういうのを積極的に活用して、何とか野菜を多く食べてほし

いなという話がありました。小学校でも食育の中で野菜を食べるように取組をしているのですが、

小学生は分かっていても、親の方にも啓発が必要ではないかということでした。 

続きまして、災害への備えです。非常持ち出し袋の中に健康管理に必要なもの（歯ブラシ、お

薬手帳、母子健康手帳の写し）などを備えている人の割合というところは若干増えているのです

けど、Ｂ評価ということで、増えてはいるものの目標値にはほど遠い状態で、検討しました。な

かなか皆さん必要と感じていない方が多いということで、非常持ち出しの内容も、持ってらっし

ゃる方は食べ物というよりも防災的な物資の方を備えているという傾向がありました。それから、

お薬手帳に関しましては、下の項目の自分や家族の持病や内服薬について知っている人の割合と

いうところと関連するのですが、ここはＢ評価ということでこれも若干増えてはおります。ここ

でちょっとＰＲになりますが、今、薬剤の情報というのは、従来のお薬手帳などで皆さん管理し

ていただいていると思いますし、お薬手帳も非常に重要なツールですので、ぜひとも活用してい

ただきたいのですけども、マイナポータルにログインすれば、自分の情報がレセプトベースのデ

ータで過去３年間参照できるようになっております。マイナンバーカードの普及と合わせて、ぜ

ひ啓発をしていただきたいなと思っております。マイナポータルはなかなか敷居が高いかと思う

ので、お薬を使われている方であれば、お薬の説明書に写真が入ったものを時々写真で撮って自

分のスマートフォンに入れておいていただく、そして他の家族の分もしておいていただくと、万

が一の時にも役に立つということで、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

 

【草川会長】 

 ありがとうございます、３グループの方お願いします。 

 

【佐藤委員】 

３グループです。３グループはまず生活習慣病・がんについての話し合いをさせていただきま

した。全体的にまとめると、２４時以降に就寝する中学生の割合がＤ評価、２２時以降に就寝す

る幼児の割合ということで、こちら評価はありませんが、この辺りについては中学生だとスマー

トフォンを使う頻度であったり、ＹｏｕＴｕｂｅ等、動画サイトを見ていると時間の感覚が麻痺

して就寝する時間が遅くなったり、そもそもしなきゃいけないことが多くて全体的に時間が押し

て結果的に遅くなったり、保護者の就労環境で、保護者の就労時間が長いとそれだけ子ども達と

の生活に影響して遅寝遅起きになってしまったり、そういうことが今現状としてあるのではない
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かという話がありました。ふだんから健康に気をつけている人の割合、ＢＭＩ２５以上の人の割

合、食塩摂取量ですが、ふだんから健康に気をつけている人の割合がＤ評価ということで、むし

ろ現在健康に気をつかう方が増えているような印象があったのでこれはちょっと意外でした。課

題のところにコロナ禍で啓発があまり出来ていないということも書いてありますが、以前よりも

運動している方もよく見かけますし、この辺りがどうしてＤ評価なのかなというところはちょっ

と答えとしては出ませんでした。ＢＭＩ２５以上の人の増加に関しては、コロナ禍によって家に

いる時間が多くなり食事の量や回数が多くなったりストレスや運動不足がありこのような結果に

なっているのかという話がありました。食塩摂取量に関してはＢ評価でいい傾向かなと。これは

世の中全体の減塩に対する意識が高まっていたり啓発の結果ではないかなということで、懇話会

でゲンエンジャーに取り組んだ甲斐があったという話が出ました。がん検診と定期健診、糖尿病

ですが、こちらに関しては検診に対する意識は高まっているように思います。ただ、がん検診と

なるとオプション扱いになるなど、大事だとは思ってはいるけれども受診に至らないケースもあ

るのかもしれない。これは職場での推奨、最後の一押し、というものが必要になってくる部分も

あるのではないかなと思います。特定健診に関しては、数値としては上がっていてＢ評価です。

現状と成果というところに未受診者や特定保健指導利用者への勧奨を行っているようなことも書

いてありますので、その辺りの取組がこのＢ評価に繋がっているのか。それからこの糖尿病に関

して、これも糖尿病の方も増えているのではないのかなという印象を勝手ながら持っていたので、

Ａ評価というのは嬉しい意外な結果でした。これは医療環境が充実して糖尿病で亡くなられる方

が少ないという結果なのか、はっきりとした答えとなりませんでした。 

次に、感染症と熱中症ですが、帰宅時いつも手を洗う方の割合、高齢者のインフルエンザ予防

接種、これは新型コロナの影響というか、新型コロナの流れからの啓発の結果が繋がっていると

思います。インフルエンザに関しては行政の貢献による取組があってこの辺りに繋がっているの

か。その次の１歳６か月児健診時までにＭＲ１期の予防接種を終了している子どもの割合、これ

も行政の取組が結果として繋がってくるのか。最後に、熱中症による救急搬送者数がＤ評価です

が、これはその年によって暑さも違いますしどう理解をしていけば良いのかというのはあります

が、年々暑くなっているような印象もあり、例えば高齢の方ですとクーラーをつけておらず亡く

なられたというようなことも聞きますので、もうちょっと詳しい内容が分かれば具体的な対策に

繋げることもできるのではないかなというお話もありました。以上です。 

 

【草川会長】 

はい、ありがとうございました。４グループお願いします。 

 

【溝田委員】 

 ４グループです。運動について、週１回以上運動している人の割合は減っていました。新型コ

ロナが影響しているのかなという話もしつつ、コロナ禍において体を動かすということについて

は、例えば在宅でということが一つ方法としてあって、ＹｏｕＴｕｂｅでヨガをされている方で

あるとか、テレビの番組なんかでも体を動かすことを企画されたりとか、いろいろな方法が組み
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入れられて、運動して気分が良くなったり、体を少しでもいろんなやり方で動かすというのが大

切だし良いことだよねということをＰＲしているというか、皆さんが知っていただくというのが

大切であるため、伝え方の工夫をすることも大切なのかなという話をしていました。意識して体

を動かす割合は逆に増えているので、体を動かす人の割合は増えつつ運動している割合が減って

いると言って、ここも聞き方というか捉え方で、もしかすると運動と体を動かすというところが、

無理に線を引いているのではないか、やランニングやウォーキングをしないと運動したことにな

らないと思ってしまっているのかなというお話もしました。ですから体を動かすことが良いこと

だということを伝えていくというのが必要で、ホームページや広報紙という連絡媒体の話がたく

さん出てくるのですけれど、それは取りに行かないとわからないやり方だから、もしかすると皆

さんもスマートフォンというのを使われている中でＳＮＳとか、プッシュ型で相手に届くような

やり方に少しずつ工夫というか、柔軟に取り組んでいくというのが一つの方法でもあるのかなと

いう話はありました。続きをよろしくお願いします。 

 

【亀井委員】 

 歯とお口の健康です。指標があって全般的に評価の方はＡ評価とＢ評価になっています。評価

としては、良い内容だったと思います。個別の項目を見ていきますけども、内容としてはアンケ

ート結果から引っ張っているものと、あとは実際の検診とかも検診率をデータとして持っていけ

るものがあります。８０２０運動を知っている人の割合ということで、これは令和４年度５９．

４％で評価がＢ評価ということですけど、達成者が５０％以上になっていますし、現状値も上が

ってはいるので、これは良い結果だと思います。２番目の６０歳代で自分の歯が２４本以上ある

人の割合ですけれども、これが平成２７年の３０％だったのが令和４年の６０．４％と。これか

なり増えてはいるのですけども、増え方が倍になっているので、何か質問の仕方とかその辺のと

ころで前回が特に低く出ているのか今回が高く出ているのかわかりませんけども、この間にこれ

ぐらいの変化があったかなと言われるとちょっと疑問が残る点はあります。評価としては良くは

なっていますので、これも良しとしました。次、虫歯のない子どもの割合ですが、これは実際の

健診率を出していますので、結構正確なデータだと思いますし、僕も３歳児健診とかやっていま

すけども、ふだんの感覚に近い状況です。３歳児が８８．４％、１２歳児が６６．８％で、やはり

お母さん方のお子さんの虫歯とかに対する意識がすごく高まってきたという話やお子さんの健診

をすごく一生懸命優先してやられるという話が出て、それとは逆にお母さん自身に使う時間がそ

の分減っているのではないかというお話をいただきました。次の項目、歯磨きを１日２回以上す

る人の割合ですけれども、これも少し増えて７９％ということで、これもこれぐらいなのかなと

いうＢ評価ということになっていますけども良いと思います。次に歯周病検診の受診率について

ですが、令和３年は１３．４％ですが、会の方でも毎年受診率を出していて令和４年は１３．１％

と会議で聞きました。目標１８％なので私たちも努力して目標値に近づけていけるようにしたい

と思いますけれども、大体この値に毎年落ち着いてきているかなというところです。次は妊婦歯

科健診の受診率。これは５３．７％とかなり高いのですけれども、これは実際の受診率ではなく

てアンケートで質問をして、それに「はい」と答えた人の率になっていますのでかなり高い数値
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になってＡ評価という良い結果になって良かったなと思います。以上です。 

 

【草川会長】 

はい、ありがとうございました。本日それぞれの得意分野、不得意分野、いろいろあったとは

思いますけども、詳細な御検討ありがとうございました。高齢化と認知症という課題、少子化と

子育てという課題、その大きな二つの時間軸みたいなものが若干個々の項目の中では抜け落ちて

いるのではないかなというところがあるので、そこを意識して良い第４次健康づくり計画に向け

て動いていっていただきたいと思います。 

 

 

４．津市第４次健康づくり計画策定スケジュールについて                   

【草川会長】 

続いて、４の津市第４次健康づくり計画策定スケジュールについて御説明お願いします。 

 

【事務局】 

 資料３の津市第４次健康づくり計画策定スケジュールの方をご覧ください。今回のアンケート

調査の結果を基にこれから津市第３次健康づくり計画の評価を進めさせていただきます。令和５

年３月に計画の指標、目標値、ありたい姿、計画の方向性を協議、令和５年６月に計画素案を作

成、令和５年９月には計画素案、ダイジェスト版素案について御協議をしていただきまして、令

和６年２月に計画とダイジェスト版完成案をお示しさせていただき、令和６年３月には完成とし

ていく予定です。 

懇話会委員の皆様には下線のついた、令和５年５月、７月、９月、１１月、令和６年２月の懇

話会において計画策定に向けての御協議をお願いいたします。 

また、令和６年３月には市長へ懇話会活動報告をしていただく予定となっています。 

令和４年度は当初、第５回懇話会をこの令和５年３月に実施する予定としておりましたが、計

画策定スケジュールの関係上、この３月の懇話会を取りやめとさせていただきます。 

令和５年３月中に第４次健康づくり計画の目標値やありたい姿を決定した後、４月頃に事務局

より第４次健康づくり計画での地域で進めていく具体策として、懇話会委員の皆様の所属団体や

組織で取り組んでいただくことについて御検討いただく用紙を郵送させていただきます。令和５

年５月の第１回懇話会で回収させていただく流れでお願いしたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

【草川会長】 

はい、ありがとうございます。 
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５．津保健所からの連絡とアドバイス 

【草川会長】 

紀平さんアドバイザーとして意見をお願いします。 

 

【紀平副所長】 

委員の皆さん、活発な御意見本当にありがとうございます。市役所の方には本当にタイトな中

でアンケートをまとめていただき、今日の評価とまとめの話し合いができるような資料も作成い

ただいて本当に大変だったなと思います。本日の色々な御意見を踏まえて、今年の５月に向けて

準備を進めていただきたいと思います。 

さて、国では現在、国民健康・栄養調査の集計中、三重県でも県民・栄養健康調査のまとめに

入っている状況です。国の健康日本２１の最終評価報告書に提示された次期計画に向けた課題や

データ等を利活用し、効果的な住民の行動変容を促すための方策が検討されています。健康の無

関心層を含めた健康づくりの方策を、社会環境整備を通じて更に進めていく。また、男女の性差、

年齢等も加味した健康づくりの方策、健康の格差の縮小を進めるための方策、それと新型コロナ

の関係により感染症の拡大によるこの生活習慣の変化も踏まえた健康づくりの施策も掲げられて

います。県の計画、それと津市の計画においてもこの点を考慮しながら策定していくのかと思っ

ております。 

新型コロナに関しては先程、課長の方からも御説明あったかと思いますが、２類から５類にな

るのか、どのような内容になるかという点は、４月頃に変化してくると思っております。なお、

津管内が年末から年始にかけて県内において非常に患者発生数が多い状況があったため、データ

等をまとめたところ、津だけが高齢者施設での患者発生数が多いという訳ではなく、確かなデー

タはありませんが医療機関に受診をして診断される人が他の地域よりも若干多いかと思っており

ます。現在、患者数が落ち着いておりますが、違う変異株が出てきているという地域もあります

のでその後の動向をこれからも見ていく必要があるかと思っております。もう１つは普通のイン

フルエンザですが、１月に入ってから三重県は流行期に入っております。伊勢、松阪の方では、

学校の学級閉鎖等が出てきておりますので注意が必要です。続けて感染対策をお願いします。 

もう一つ、研修会の御案内です。皆さんのお手元の方にお配りしていますが、新型コロナの影

響もあってやはりメンタルヘルス不調対策が必要ということもありますので、津地域職域連携推

進協議会と津保健所で企画をして、１月３１日に研修会をする予定でございますので、また職場

やお知り合いの方への紹介をお願いしたいと思います。  

 

【草川会長】 

ありがとうございました。 
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６．その他連絡事項 

【草川会長】 

引き続いて、その他連絡事項をお願いします。 

 

【事務局】 

 １点目ですが、次期計画書の表紙となる写真提供のお願いです。津市第３次健康づくり計画の

表紙は、懇話会委員の皆様に様々な写真を御提供いただき楽しい表紙を作らせていただきました。

津市第４次健康づくり計画の表紙につきましても、委員の皆様が健康づくりをされている活動の

写真を掲載したいと考えています。次回の懇話会で改めて提供のお願いをさせていただく予定と

なっておりますのでよろしくお願いいたします。 

２点目、本日使用した資料１の結果報告書を回収させていただきたいと思います。次回の懇話

会でもこちらを使用しますので、表紙に御名前を御記入いただきまして、本日お帰りの際に机の

上に置いていただけたらと思いますのでよろしくお願いいたします。 

３点目、次年度の第１回津市健康づくり推進懇話会は５月を予定しております。日時、場所等

の詳細につきましては後日文書で御案内をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。

先程も御説明をさせていただきましたが、４月頃に委員の皆様に御検討いただく用紙を郵送させ

ていただきたいと思いますので、御協力をお願いいたします。 

 

【草川会長】 

それぞれの皆さんから連絡事項はございませんか。 

それでは今日の会議は終了です。来年度もこの委員さんでもう一年ありますのでよろしくお願

いします。ありがとうございました。 


